




















1)第 4 回 中国経済の行方・再考 
講師 京都大学経済研究所 上原一慶教授 
日時 2005 年 5 月 18 日（水）午後 12 時 15 分～13 時 45 分（食事持ち込み可） 
場所 法経総合研究棟 1 階演習室 107 
 
2)第 5 回 中国における都市・農村間の教育格差 
講師 京都大学大学院農学研究科 沈金虎 講師 
日時 2005 年 6 月 7 日（火）午後 12 時 15 分～13 時 45 分（食事持ち込み可） 
場所 法経総合研究棟 1 階演習室 107 
“””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””” 
上海センター・シンポジウム「日中間の”政冷経熱”をどう打開するか」のご案内 
報告者 時 殷弘  (中国人民大学国際関係学院教授、アメリカ研究センター主任教授) 
高井潔司（北海道大学国際広報メディア研究科教授、元読売新聞北京支局長） 
竹内 實  (京都大学名誉教授) 
司会 本山美彦(京都大学経済学研究科教授) 































院兼職教授を歴任する。なお文革中の 1967 年 6 月劉少奇の追随者として批判され失脚して
77 年社会科学院顧問として復活している。 
 ここで薜暮橋の経歴を見てみよう。彼は江蘇省無錫の出身であり、師の陳翰笙と同郷で








彼は 1938－42 年には新四軍に参加、43 年山東省政府秘書長兼工商局長となっている。
建国後、政務院財政経済委秘書長となり、1951 年国家統計局長となり、54 年国務院国家計




出版社 1957 年、『社会主義経済理論問題』人民出版社 1979 年、『中国社会主義経済問題研
究』1979 年である。 




った 1973 年から 3 年余の時間を使って『資本論』全巻通読したと告白しているのである。 
２杜潤生（1913.7－） 
杜潤生は、趙紫陽（1919.10.17－2005.1.17）時代に党中央農村政策研究室主任として党 
の 1 号文件を作成し、農業の経営請負制(「包乾到戸」)を推進したのである。その 1 号文献



















1935 年に 12.9 運動に参加し、1936 年に共産党に入党し、晋魯豫抗日義勇軍第 3 支隊長、
晋冀魯豫辺区政府委員兼教育処長を歴任している。 
新中国建国後、彼は党中央中南局秘書長となり、1953 年に党中央農村工作部秘書長兼国
務院農林弁公室副主任となり、1956 年中国科学院秘書長となり、「科学技術 12 年発展計画」
を起草し、1961 年には科学憲法と言われる「自然科学研究に関する 14 条の意見」を起草
している。 
文革中を迫害されたが、1978 年の第 11 期 3 中全会以降、国家農業委副主任となり、1983
年党中央書記処農村政策研究室主任と国務院農村発展研究センター主任となっている。そ
して 83 年から毎年 5 つの 1 号文件を起草し、中国農業の市場化を推進したのである。  










第 2 政治委員を歴任し、1951 年農村工作部長、52 年国務院副総理になっている。1955 年
と 1962 年に農業集団化を巡り毛沢東と対立、批判されている。1965 年には副総理を解任
され、失脚した。文革中は林彪、4 人組により迫害され、病没している。しかし、鄧小平に
よって 1981 年に名誉復活されている。 
彼は土地改革、農業集団化を指導したことで知られているが、青年時代に 1917 年 3 月か
ら 1918 年 5 月まで日本留学しており、早稲田に居住していた。この時代の中国青年として
周恩来のように河上肇の著作を通じてマルクス経済学を勉強したことがあるのではなかろ
うか。彼の伝記には明記されてはいないが。 
 
